




�



�
�

66



熊
谷
議
員�

　
県
下
の
良
質
米
生
産
地
帯

と
し
て
、
連
携
を
深
め
る
こ

と
は
重
要
だ
。
１
市
２
町
で

の
事
業
な
の
で
、
よ
り
効
率

的
に
運
用
で
き
る
よ
う
、
と

も
補
償
シ
ス
テ
ム
を
再
考
し

て
は
ど
う
か
。�

�

山
碕
町
長�

　
か
つ
て
Ｊ
Ａ
雲
南
で
は
、

と
も
補
償
を
し
た
経
過
が
あ

る
。
そ
れ
を
活
用
し
な
が
ら
、

オ
ー
ル
雲
南
の
視
点
で
適
地

適
作
を
推
進
す
る
。�

�

3月定例会�町政を問う町政を問う

一般質問�一般質問�

89

長
島 

議
員
　
�

　
住
民
に
安
心
感
を
与
え
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
本
町
だ

が
、
今
回
の
豪
雪
で
は
、
住

民
か
ら
「
年
を
と
っ
た
ら
こ

の
町
に
は
住
め
な
い
」
と
の

声
が
あ
っ
た
。
次
の
点
を
ど

う
考
え
る
か
。
�

①
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

な
か
っ
た
理
由
は
。
�

②
連
坦
地
の
町
道
に
落
と
さ

れ
た
屋
根
の
雪
は
町
が
除
雪

し
、
ま
た
、
消
雪
水
路
等
の

問
題
は
住
民
の
意
見
を
聞
き

反
映
す
べ
き
だ
。
�

③
地
区
担
当
職
員
の
有
効
活

用
や
担
い
手
づ
く
り
で
、
集

落
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。
�

④
消
防
団
の
広
域
応
援
体
制

の
充
実
や
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
け
入
れ
の
考
え
は
。
�

�山
碕
町
長
�

①
雪
害
に
つ
い
て
は
予
防
会

議
で
警
戒
態
勢
を
と
っ
た
。

１
月
31
日
、
職
員
に
よ
る
見

回
り
を
実
施
し
、
緊
急
性
は

無
い
と
判
断
し
た
。
�

②
路
上
に
降
ろ
さ
れ
た
雪
は

道
路
除
雪
と
あ
わ
せ
て
排
雪

し
て
い
る
が
、
地
域
と
相
談

し
、
一
斉
に
雪
降
ろ
し
を
す

る
し
く
み
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
。
�

　
雪
降
ろ
し
の
助
成
は
、
必

要
な
方
に
は
す
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。
�

　
流
雪
溝
は
水
量
不
足
箇
所

も
あ
り
、
部
分
改
修
や
新
設

を
検
討
す
る
。
�

③
集
落
の
体
制
が
整
え
ば
、

集
落
活
性
化
支
援
事
業
で
小

型
除
雪
機
の
配
備
を
考
え
る
。
�

④
道
路
除
雪
会
議
が
あ
る
が
、

雪
降
ろ
し
関
係
者
の
会
議
も

必
要
と
考
え
る
。
都
市
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ

は
体
制
整
備
が
重
要
。
関
係

者
で
検
討
す
る
。
�

����

長
島  

正
一 

議
員
　
�

　
本
町
で
は
今
年
か
ら
３
年

間
で
、
転
作
増
加
40�
ha
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
。
効
率

の
良
い
団
地
化
や
担
い
手
育
成
、

農
家
や
認
定
農
業
者
の
所
得

向
上
を
図
る
べ
き
だ
が
、
次

の
６
点
を
問
う
。
�

①
昨
年
と
今
年
の
転
作
状
況
。
�

②
大
豆
等
戦
略
作
物
の
全
町

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
�

③
合
併
後
に
お
け
る
認
定
農

業
者
の
育
成
実
績
。
�

④
農
地
集
積
に
関
し
、
白
紙

委
任
と
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
に
つ
い
て
。
�

⑤
大
豆
や
飼
料
米
で
な
く
、

投
資
の
い
ら
な
い
加
工
用
米

や
米
粉
に
よ
る
６
次
産
業
化

の
考
え
。
�

⑥
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
行
政

の
取
り
組
み
。
�

�

山
碕 

英
樹 

町
長�

①
昨
年
の
団
地
化
で
の
転
作

面
積
は
大
豆
40
・
8�
ha
、そ
ば

７
ha
、飼
料
作
物
1.4�
ha
。
今
年

は
大
豆
45
・
8�
ha
、そ
ば
19�
ha
、

飼
料
用
米
２
ha
、ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
２
ha
、飼
料
作

物
1.4�
ha
を
計
画
し
て
い
る
。�

②
と
も
補
償
は
Ｊ
Ａ
雲
南
管

内
で
行
う
考
え
だ
が
、
と
も

補
償
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
化
も
有
効
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
関
係
者
と

相
談
す
る
。�

③
平
成
18
年
か
ら
３
年
間
で
、

担
い
手
や
法
人
数
は
16
件
71�

・
8�
ha
を
集
積
し
て
い
る
。�

④
白
紙
委
任
に
よ
る
面
的
集

積
は
課
題
が
多
く
検
討
中
。

　
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事

業
は
、
集
落
営
農
等
を
束
ね
、

そ
の
上
に
組
織
化
す
る
２
階

建
て
が
重
要
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
進

め
る
。�

⑤
米
粉
の
研
究
は
停
滞
し
て

い
る
。
転
作
は
Ｊ
Ａ
と
協
議

し
て
い
く
。�

⑥
猟
友
会
と
集
落
や
農
業
者

に
よ
る
協
議
で
対
策
。
国
の

事
業
で
集
落
単
位
に
防
護
柵

を
設
置
。
猟
友
会
へ
の
活
動

費
を
充
実
。
の
３
点
で
取
組

む
。�

�

　�

�

熊
谷
議
員�

　
飼
料
用
米
の
栽
培
は
、
主

食
用
米
へ
の
混
入
が
心
配
さ

れ
る
な
ど
の
多
段
階
に
お
い

て
混
入
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。�

　
飼
料
用
米
の
乾
燥
調
整
施

設
は
、
雲
南
市
大
東
町
に
あ

る
が
、
本
町
で
栽
培
さ
れ
た

物
を
輸
送
す
る
の
は
非
効
率

で
は
な
い
か
。�

�

山
碕 

英
樹 

町
長�

　
乾
燥
・
調
整
に
つ
い
て
は
、

大
東
町
の
施
設
で
対
応
し
、専

用
機
械
を
整
備
す
る
。�

　
ま
た
、施
設
の
近
く
で
の
栽

培
を
基
本
と
考
え
る
。�

����

※�

�

大豆は種作業�

�

�

熊
谷
議
員�

　
耕
畜
連
携
の
推
進
は
地
力

維
持
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
衰
退
傾
向
に
あ
る

畜
産
振
興
は
重
要
な
課
題
。

そ
の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

ジ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）用
稲
の
栽
培
と

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
農
作
業

受
託
組
織
）
の
育
成
を
提
案

す
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。�

�

山
碕
町
長�

　
耕
畜
連
携
の
意
味
か
ら
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
と
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
は
魅
力
の
あ
る
考
え
方

で
、
町
の
水
田
協
で
も
畜
産

農
家
代
表
か
ら
提
案
を
頂
い

て
い
る
。�

　
水
田
の
輪
作
体
系
と
し
て

も
有
効
と
考
え
、
23
年
度
に

本
町
で
実
証
実
験
を
行
う
。�

�

熊
谷 

兼
樹 

議
員�

　
雪
害
で
頓
原
小
学
校
が
破

損
し
、
児
童
の
教
育
環
境
は

窮
屈
な
状
況
に
あ
る
。�

　
原
因
の
究
明
、
責
任
の
所

在
の
追
求
も
重
要
だ
が
、
ま

ず
児
童
の
教
育
環
境
を
、
現

状
で
考
え
ら
れ
る
最
善
の
対

応
を
す
べ
き
だ
。�

�

安
部
　
亘 

教
育
長�

　
原
因
究
明
、
責
任
の
問
題

等
を
解
決
し
な
い
と
、
復
旧

方
法
や
工
法
も
決
め
ら
れ
な

い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。�

　
児
童
の
教
育
環
境
は
重
要

な
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
情
報
を

提
供
し
な
が
ら
整
え
る
。�

�

種まき準備作業�

収穫作業とサイレージ�



3月定例会�町政を問う町政を問う

一般質問�一般質問�
石
原 

敏
郎 

議
員�

　
山
碕
町
政
は
、
手
段
と
目

的
の
混
同
・
あ
ま
り
に
も
言

葉
が
軽
す
ぎ
る
・
重
要
課
題

に
町
長
の
姿
が
見
え
な
い
な

ど
、
理
念
な
き
ダ
ッ
チ
ロ
ー

ル
状
況
だ
。�

　
「
や
る
べ
き
こ
と
を
放
置

す
る
と
罪
に
な
る
」
と
い
う

観
点
に
た
ち
、
町
政
執
行
に

責
任
を
も
つ
べ
き
だ
が
、
ど

う
か
。�

�

山
碕 

英
樹 

町
長�

　
町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

町
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
胸

に
と
め
、
言
葉
が
軽
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
町
民
の

皆
様
方
の
福
祉
向
上
に
向
け

最
善
を
尽
く
す
決
意
だ
。�

�

安
部
議
員�

　
25
億
円
を
投
じ
て
島
根
県

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
神
々

の
国
し
ま
ね
〜
古
事
記
１
３

０
０
年
〜
」
が
平
成
22
年
度

か
ら
４
年
間
行
わ
れ
る
。�

　
雲
南
地
域
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
伝
説
の
舞
台
だ
が
、
本

町
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
等

に
記
載
が
無
く
、
出
雲
風
土

記
に
琴
引
山
や
三
瓶
山
が
出

て
く
る
程
度
で
、
本
町
の
埋

没
が
危
惧
さ
れ
る
。�

　
県
は
市
町
村
に
対
し
、
職

員
の
派
遣
と
５
億
円
を
負
担

す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

地
理
的
に
出
雲
地
方
の
南
の

玄
関
口
で
あ
る
当
町
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で

き
る
の
か
。�

　
関
係
団
体
に
よ
り
推
進
協

議
会
を
計
画
し
て
い
る
が
、

歴
史
的
観
光
資
源
を
ど
う
売

り
込
む
の
か
。
�

�

山
碕
町
長�

　
職
員
の
体
制
上
、
派
遣
は

行
わ
な
い
。�

　
雲
南
広
域
連
合
を
中
心
に

一
市
二
町
で
協
議
中
だ
が
、

本
町
で
は
万
葉
の
植
物
を
楽

し
む
取
組
み
を
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。�

安
部
議
員�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
に
は
、
効
率
的
、

弾
力
的
な
行
政
運
営
が
必
要

だ
。
全
国
的
に
多
く
の
自
治

体
で
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
。�

　
本
町
も
総
合
振
興
計
画
に

導
入
す
る
と
あ
る
が
、
対
応

は
。�

�

山
碕
町
長�

　
年
度
は
定
め
て
い
な
い
が
、

今
後
具
体
的
な
こ
と
は
定
め

て
い
く
。�

�

古市工業団地�

1011

※
そ
の
ほ
か
「
雪
害
の
対
策
本

部
設
置
の
基
準
と
連
坦
地
の
除

雪
対
策
に
つ
い
て
」
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。�

安
部 

誠
也 

議
員
�

　
合
併
直
前
の
赤
来
町
時
代

に
サ
プ
ロ
島
根
は
誘
致
さ
れ
、

約
１
億
円
を
も
っ
て
古
市
工

業
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。�

　
用
地
造
成
に
つ
い
て
は
議

会
に
も
議
決
責
任
が
あ
る
が
、

議
案
提
出
後
１
時
間
で
賛
否

を
問
わ
れ
、
議
会
軽
視
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。�

　
当
初
は
パ
ー
ト
を
含
め
１

３
５
人
の
雇
用
と
４
億
３
３

９
０
万
円
の
経
済
波
及
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

７
年
目
の
現
在
、
約
20
億
円

を
失
っ
た
計
算
に
な
る
が
、

責
任
を
感
じ
て
い
る
の
か
。�

　
町
長
の
肝
入
り
で
企
業
立

地
し
た
経
過
か
ら
一
刻
も
早

く
こ
の
土
地
を
活
用
す
る
べ

き
だ
が
。�

�

山
碕 

英
樹 

町
長�

　
サ
プ
ロ
島
根
は
計
画
に
程

遠
い
状
況
で
、
責
任
を
感
じ

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。�

　
新
た
な
企
業
誘
致
に
向
け

情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
が

可
能
性
の
あ
る
企
業
は
な
い
。�

���

※�

石
原
議
員�

　
私
は
、
本
庁
方
式
を
と
る

べ
き
だ
と
い
う
立
場
だ
が
、

庁
舎
建
設
に
は
反
対
だ
。
　

　
次
の
町
長
選
は
平
成
25
年

１
月
だ
が
、
直
後
に
新
庁
舎

を
建
設
す
る
の
は
、
将
来
を

大
き
く
左
右
す
る
の
で
思
い

と
ど
ま
る
べ
き
だ
。�

　
町
民
に
賛
否
を
聞
い
て
も

賛
成
者
は
い
な
い
が
、
こ
の

実
態
を
ど
う
と
ら
え
る
。�

�

山
碕
町
長�

　
新
庁
舎
建
設
は
、
有
利
な

借
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
を

予
定
し
て
い
る
が
、
利
用
期

限
が
平
成
26
年
度
ま
で
で
、

私
の
任
期
云
々
で
は
な
い
。�

　
賛
成
者
が
い
な
い
と
い
う

が
、
庁
舎
は
何
十
年
の
拠
点

施
設
と
な
る
も
の
だ
。�

　
国
の
財
政
や
地
方
の
財
政

状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
財

政
措
置
が
あ
る
今
、
整
備
す

る
と
い
う
観
点
だ
。�

「もりのす」のマクロビオティック料理�

石
原
議
員
�

　
サ
プ
ロ
島
根
へ
対
し
、
町

出
資
に
よ
る
三
セ
ク
化
実
施
、

経
営
悪
化
に
３
０
０
０
万
円

を
貸
付
、
経
営
陣
の
相
次
ぐ

交
代
を
看
過
す
る
な
ど
失
態

続
き
だ
。
ま
た
、
今
議
会
の

サ
プ
ロ
に
関
す
る
補
正
予
算

は
、
典
型
的
な
問
題
先
送
り

と
悪
質
な
救
済
策
で
非
常
識

だ
が
。�

�

山
碕
町
長�

　
町
の
活
性
化
に
有
効
な
事

業
で
あ
り
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
と
の
思
い
で
対
応
し
て

き
た
が
、
現
在
の
経
営
状
況

は
非
常
に
厳
し
く
、
結
果
が

で
て
い
な
い
以
上
ご
指
摘
は

真
摯
に
受
け
と
め
る
。�

　
会
社
は
今
、
運
営
全
般
の

抜
本
的
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
待
っ
て
対

応
す
る
。�

��

サプロ島根�
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